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山
片
蟷
桃
と
多
田
義
俊

ー

愛

日

文

庫

蔵

書

を

め

ぐ

っ

て

1

|

蝠
桃
研
究
の
意
義

江
戸
時
代
中
期
以
後
、
闘
西
特
に
大
阪
を
地
盤
と
す
る
學
名
た

ち
に
見
ら
れ
る
傾
向
と
し
て
、
理
論
よ
り
宜
際
を
重
ず
る
閥
と
、

江
戸
を
中
心
と
す
る
椛
力
者
へ
の
阿
課
的
學
間
に
釘
す
る
或
種
の

反
抗
的
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
近
批
か
ら
や
が
て
近
代
へ

と
脱
皮
す
る
日
本
に
と
っ
て
‘
―
つ
の
大
き
な
精
紳
的
原
動
力
と

し
て
の
憤
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
慎
徳
党

門
下
、
山
片
幡
桃
の
存
在
は
、
特
に
そ
の
獨
創
性
に
よ
っ
て
、
間

代
に
傑
出
し
又
時
代
を
代
表
す
る
一
人
の
思
想
家
と
し
て
大
き
く

評
恨
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
反
面
學
間
の
入
に
よ
っ
て
身

を
た
て
た
専
門
學
者
で
な
い
彼
の
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
た
る
「
夢
の

代
」
は
、
天
文
か
ら
始
ま
っ
て
地
理
・
歴
史
・
政
治
・
絆
涜
．
続

書
・
雑
雷
、
つ
い
に
は
需
學
に
至
る
ま
で
の
営
時
の
新
知
識
を
凡

て
網
羅
し
て
い
る
が
、
師
匠
か
ら
の
耳
學
間
や
、
他
の
書
物
を
点

ん
で
得
た
棧
＜
廣
い
知
識
の
集
柏
に
過
き
ず
、
又
そ
の
思
想
内
容

山
片
錨
桃
と
多
川
義
俊

「
鶴
（
占
陵
）
去
年
十
月
大
坂
へ
下
リ
テ
見
ル
ニ
、

蛉
桃
の
生
涯

に
も
進
歩
性
と
保
守
性
、
樅
力
に
釘
す
る
反
抗
と
迎
合
の
二
面
を

酋
み
、
内
部
的
矛
府
が
多
く
認
め
ら
れ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る

の
で
あ
る
。

果
し
て
獨
剖
か
受
け
買
り
か
、
卓
見
か
獨
斯
か
。
か
つ
て
蝠
桃

か
古
人
・
先
學
を
批
判
し
た
如
く
、
彼
と
彼
の
「
夢
の
代
」
を
批

判
し
、
學
間
的
後
甑
者
を
持
た
な
か
っ
た
こ
の
一
個
人
翠
者
の
學

間
の
憫
系
を
分
析
し
て
、
彼
が
そ
れ
以
前
の
時
代
の
い
か
な
る
學

間
．
In
心
想
を
受
け
絹
ぎ
（
或
は
ぷ
11

定
し
て
）
、
披
展
さ
せ
た
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蝠
桃
の
持
つ
問
題
を
解
明
し
た

い
。
こ
れ
は
日
本
の
屈
史
に
お
い
て
近
批
と
い
う
時
代
が
持
つ
慈

義
を
明
ら
か
に
し
、
大
阪
の
風
土
に
培
わ
れ
た
大
阪
の
學
問
が
、

新
し
い
時
代
を
作
り
だ
す
の
に
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
に
か
と
い

う
間
題
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

宮

内

徳 七
六

雄
大
坂
ノ
風



山
片
蜻
桃
と
多
田
義
俊

俗
昔
ト
ハ
大
キ
ニ
チ
ガ
フ
テ
、
見
チ
ガ
ヘ
ル
ヨ
フ
ニ
ナ
レ
リ
、
此

節
升
屋
平
右
術
門
ノ
番
頭
二
小
右
衛
門
卜
云
大
豪
傑
出
デ
升
屋
ノ

身
代
甚
大
キ
フ
セ
リ
、
升
平
ハ
仙
場
（
船
楊
）
ノ
梶
木
町
、
淀
屋

①

‘

、

橋
筋
ヲ
東
へ
入
ル
南
側
ナ
リ
、
小
右
衛
門
ハ
コ
ノ
升
平
ノ
肩
入
レ

番
頭
ナ
リ
、
仙
壼
、
南
部
、
白
川
ナ
ド
モ
コ
ノ
升
平
ノ
仕
送
リ
ナ

リ
、
今
ハ
仙
豪
モ
升
平
ニ
ナ
リ
テ
段
々
富
國
ニ
ナ
レ
リ
」
（
沿
俣

青
陵
I
'

升
小
設
「
日
本
罰
泊
大
肌
」
か
ら
）

徳
川
諮
府
の
封
建
制
の
内
部
的
矛
府
が
、
政
治
的
こ
も
鍔
惰
的

に
も
表
面
化
し
よ
う
と
す
る
文
化
年
間
、
間
の
純
楕
學
岩
洵
保
青

陵
の
「
升
小
談
」
に
右
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
た
升
屋
小
右
術
門

（
山
片
姉
桃
）
は
、
寛
延
元
年
播
州
印
南
郡
紳
爪
村
（
氏
ル
縣
砂
砂
巾
）

に
生
ま
れ
た
。
生
家
ぱ
屋
桃
が
糸
屋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
播
州
木

R
 

綿
の
生
産
に
つ
な
が
る
産
業
的
進
歩
隋
級
と
と
ら
え
る
説
も
あ
る

が
、
蜻
桃
自
身
「
夢
の
代
」
七
巻
一
節
に
お
い
て
、
「
余
ガ
輩
商

．
．
．
．
．
．
．
 

買
ノ
家
二
生
レ
テ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
少
く
と
し

彼
自
身
は
自
分
の
出
身
を
商
家
と
考
え
て
い
た
と
受
け
と
れ
る
。

従
っ
て
雨
親
に
伴
わ
れ
て
長
兄
と
別
居
し
、
酒
屋
を
螢
ん
で
い
た

R
 

と
い
う
所
他
に
従
っ
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
ス
。

④
 

賓
暦
十
年
、
郷
里
か
ら
上
阪
し
、
升
屋
別
家
で
あ
っ
た
伯
父
久

兵
術
の
名
跡
を
網
い
で
丁
椎
奉
公
し
た
幡
桃
（
時
に
十
三
城
）
は
、

主
人
升
屋
二
代
重
賢
の
庇
設
の
下
に
、
ま
ず
懐
徳
堂
の
中
井
竹
山

•
履
軒
兄
弟
に
つ
い
て
伯
學
を
修
め
、
次
い
で
天
文
を
麻
田
剛
立

七
七

の
先
打
俯
に
學
ん
に
。
一
方
、
明
和
六
年
屯
賢
没
後
危
機
に
瀕
し

た
升
屋
を
一
人
で
背
負
い
、
八
歳
の
幼
主
重
芳
を
蓑
育
し
つ
つ
、

R

R

 

さ
し
米
・
米
札
賞
の
商
略
を
縦
枇
に
駆
使
し
て
主
家
を
復
興
さ
せ

た
。
そ
し
て
遂
に
訓
記
胄
陵
の
見
た
よ
う
な
升
屋
の
最
盛
期
が
現

出
し
た
の
で
巧
る
。

蜻
桃
の
學
識
に
つ
い
て
の
賞
時
の
評
慨
ぱ
、
懐
徳
常
同
門
の
角

田
九
華
が
著
わ
し
、
蝠
桃
汽
後
二
十
，
餘
年
た
っ
た
弘
化
二
年
に
出

版
し
た
「
紹
近
批
叢
語
」
こ
次
の
如
く
明
ら
か
で
あ
る
。

「
竹
山
兄
弟
稲
＝
一
其
有
一
一
見
解
f

桑
名
ど
侯
繁
翁
公
索
嘉
咋
加
桃

危
r
人
、
及
臼
型
夢
代
f

盆
以
奇
レ
之
、
常
時
坂
人
語
一
・
市
中
人
物
へ

必
以
―
―
蝠
桃
、
葛
1

一
第
一
流
一
云
。
」

九
華
は
、
そ
の
「
序
」
で
述
べ
る
如
く
、
「
人
の
品
評
は
棺
を

菟
う
て
後
定
ま
る
も
の
上
心
れ
ば
、
卑
ぐ
る
虜
は
凡
て
飩
往
の
人
の

人
」
と
い
う
執
筆
態
度
を
も
っ
て
「
近
世
芯
語
」
を
内
い
た
の
て

あ
る
か
ら
、
こ
の
幡
桃
に
開
す
る
賛
美
↓
決
し
て
過
大
な
も
の
て

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

晩
年
遂
に
失
明
し
な
が
ら
も
、
執
筆
以
来
約
二
十
年
末
完
成
て

あ
っ
た
「
夢
の
代
」
を
口
述
筆
記
さ
文
政
四
年
七
十
四
歳
て

没

し

た

。

蝠

桃

の

死

は

や

が

て

へ

と

つ

な

が

っ

て

い

）
こ
。t
 

汁
①
升
附
の
厨
敷
は
、
宜
院
は
現
在
の
北
泊
五
丁
ll御
常
筋
e

よ
り
四

へ
二
丁
人
る
面
側
、
住
友
旧
互
銀
行
の
場
所
に
あ
っ
た
J

の



蜻
桃
は
、
も
と
長
谷
川
有
射
、
初
名
惣
五
郎
、
升
屋
に
あ
っ
て

①
 

は
久
兵
術
か
ら
七
郎
左
術
門
を
長
く
稲
し
て
い
た
が
、
享
和
四
年

に
小
右
術
門
と
改
め
、
文
化
二
年
に
至
り
主
家
よ
り
親
類
並
み
を

許
さ
れ
山
片
芳
秀
を
名
乗
っ
た
。
彼
の
著
作
に
お
け
る
署
名
を
見

る
と
、
天
明
六
年
の
「
祈
睛
類
漿
」
の
序
文
、
腐
政
五
年
の
「
貫

夜
長
短
間
並
解
」
及
び
中
年
の
作
と
い
わ
れ
る
「
梁
虹
翁
泰
伯
章

講
義
」
に
は
、
「
長
谷
川
有
朗
」
の
名
を
用
い
て
い
る
。
「
夢
の

代
」
の
初
稿
本
と
い
わ
れ
る
享
和
三
年
の
「
宰
我
の
歓
」
（
じ
在
）

に
ぱ
、
各
谷
首
「
大
阪
蝠
桃
倫
言
子
述
」
と
あ
る
。
安
永
か
ら
窟

政
ま
で
の
自
作
詩
文
を
編
し
た
「
草
稿
抄
」

(

4

ハ
窃
）
に
ぱ
、
各

琥
「
蜻
桃
」

の
由
来

②
林
駈
氏
「
山
片
蜻
桃
に
つ
い
て
の
壺
内
」
考
間

①
旭
川
次
郎
氏
「
山
片
蝠
桃
」
参
照
ふ

①
有
坂
隆
珀
・
末
中
妍
11

夫
氏
「
111
片
蝠
枕
の
研
究
」
か
嵩
如

⑤
仙
塙
領
の
米
を
江
戸
へ
回
わ
す
時
、
三
ヶ
所
て
行
な
う
検
行
を

升
犀
が
引
き
受
け
、
そ
の
代
わ
り
刺
シ
を
入
れ
て
ぬ
い
た
検
府
用

の
米
を
も
ら
い
受
け
た
。
一
俵
に
つ
い
て
約
一
合
て
あ
っ
た
が
、

そ
れ
だ
け
て
金
額
に
し
て
六
千
雨
に
た
っ
た
と
い
う
。

6

仙
数
で
は
升
駁
札
と
呼
ば
れ
た
一
柿
の
湘
札
で
、
現
令
て
百
叶

か
ら
米
を
買
う
か
わ
り
こ
の
米
札
を
渡
し
て
湘
内
で
は
紙
幣
と
し

て
通
用
さ
せ
、
浮
い
た
現
金
は
大
阪
へ
同
わ
し
て
利
息
を
生
ま
そ

う
と
し
た
。 山

片
蛹
桃
と
多
川
滋
俊

脊
首
に
「
播
陽
長
谷
川
有
射
述
」
と
あ
り
、
第
一
・
ニ
雨
咎
首

は
柚
に
「
改
山
片
芳
秀
」
と
書
き
涼
え
ら
れ
て
い
る
。
最
後
の

著
「
夢
の
代
」
で
は
、
大
尾
に
「
文
政
一
二
中
秋
播
陽
山
片

秀
芳
輯
」
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
み
ず
か
ら
「
蝠
桃
」
の
城
を
著
作
に
用
い
た
の
は
「
宰
我

の
恨
」
の
み
の
よ
う
で
あ
り
、
か
え
っ
て
「
播
陽
」
を
よ
く
用
い

て
い
る
。
「
播
陽
」
と
は
彼
の
生
地
播
州
か
ら
稲
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
は
「
夢
の
代
」
八
巻
九
節
で
、
「
叉
州

ノ
字
ノ
慮
へ
陽
ノ
字
ヲ
用
ュ
ル
ハ
大
二
課
也
、
咬
土
ノ
地
名
ハ
山

北
ヲ
陰
ト
シ
、
山
南
ヲ
陽
ト
シ
、
水
北
ヲ
陽
ト
シ
水
南
ヲ
陰
ト
シ

テ
、
皆
其
山
水
ヲ
立
テ
陰
陽
ニ
ア
リ
テ
其
名
正
シ
キ
也
、
然
ル
ニ

學
者
徒
二
漢
人
二
似
セ
ン
ガ
為
二
、
園
名
地
名
ノ
首
字
二
陽
ノ
字

ヲ
加
ヘ
テ
得
タ
リ
ト
ス
、
太
宰
氏
ノ
信
陽
ハ
営
ラ
ザ
ル
[
1
山
也
、
陰

陽
ハ
山
水
二
限
ル
、
闘
名
地
名
二
評
モ
ナ
ク
腸
ヲ
ッ
ク
ル
コ
ト
ハ

ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
大
抵
ノ
粛
二
掴
陽
・
武
悶
・
崎
陽
杯
ト
ス
ル

[
，
大
キ
ナ
ル
僻
市
也
」
と
力
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る

と
、
箪
な
る
地
名
と
し
て
は
受
け
と
り
に
く
い
。
少
く
と
も
「
夢

の
代
」
で
は
「
蝠
桃
」
に
か
わ
る
琥
と
し
て
、
「
播
陽
」
を
用
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
 

「
蝠
桃
」
と
い
う
城
の
由
末
と
し
て
は
、
従
来
、
長
壽
を
寓
し

R
 

た
と
か
、
番
頭
と
い
う
身
分
を
も
じ
っ
た
と
か
い
う
説
か
行
な
わ

れ
て
き
た
が
、
今
少
し
く
わ
し
く
考
え
た
い
。

七
八



lll
片
錨
桃
と
多
田
義
俊

「
蝠
桃
」
と
は
西
王
母
の
他
説
て
有
名
な
、
三
千
年
に
一
度
開

④
 

花
結
質
ず
る
と
い
う
桃
で
、
東
方
凱
は
こ
れ
を

mす
み
食
い
し
て

長
高
を
保
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
夢
の
代
」
の
文
中
か
ら

「
蜻
桃
」
こ
闘
連
す
る
記
ポ
を
探
し
て
み
る
と
、
一
谷
十
九
節
に

「
鬼
門
卜
云
コ
ト
ハ
、
最
澄
比
叙
山
ヲ
間
カ
ン
為
二
云
出
ス
虞
、

ア
、
旧
ム
ベ
ツ
、
山
悔
罰
．
二
曰
、
『
東
悔
度
洲
山
有
土
八
桃
樹
、

幡
屈
三
千
里
、
其
東
北
曰
1

一
鬼
門
f

萬
鬼
所
レ
棗
也
・
…
:
』
卜
、
コ

レ
鬼
門
ノ
始
ナ
リ
、
史
記
顕
頂
本
紀
ノ
註
ニ
モ
コ
ノ
コ
ト
ヲ
云
」

十
雙
一
箇
に
「
同
註
二
悔
外
飩
ヲ
引
テ
云
、
『
東
悔
中
有
レ
山

焉
、
名
曰
一
一
度
索
「
上
有
二
大
桃
樹
f

屈
幡
三
千
里
、
東
北
有
レ
門
、

名
日
―
―
鬼
門
7

萬
鬼
所
レ
漿
也
…
・
:
』
コ
レ
ハ
佛
家
二
云
悪
鬼
二
似

タ
リ
、
桓
武
帝
ノ
時
最
澄
卜
云
俯
コ
ノ
鬼
門
ノ
高
ヲ
ト
リ
テ
、
王

城
ノ
鬼
門
ヲ
守
ル
ト
罵
リ
テ
恨
山
ヲ
ヒ
ラ
ク
、
コ
ノ
鬼
門
ハ
桃
樹

ノ
東
北
ナ
リ
、
コ
レ
ヲ
牧
國
ノ
王
城
二
用
ユ
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル

也
」
と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
佛
家
が
利
用
し
た
迷
信
を
論
破

す
る
根
腺
と
し
て
の
記
述
で
あ
る
。
「
蜻
屈
」
「
屈
蝠
」
は
ど
ち

ら
も
「
わ
だ
か
ま
り
、
か
が
む
」
の
怠
で
あ
る
。

次
に
「
宰
牧
の
位
」
の
筆
名
に
用
い
た
「
幡
桃
愉
言
子
」
の

「
倫
」
に
つ
い
て
考
え
て
入
る
。
「
罰
武
故
れ
」
に
は
「
東
郡

獣
一
一
短
人
「
呼
一
一
東
方
朔
f

測
至
、
短
人
因
指
レ
剖
謂
レ
上
曰
、
西
王

母
種
レ
桃
、
三
千
し
畷
、
為
＝
此
子
一
、
兒
不
レ
良
也
、
已
三
過
倫
レ
之

突
」
（
淵
鑑
項
州
三
九
九
）
と
記
さ
れ
、
の
東
方
澗
が
こ
の
蝠
桃

七
九

ス
~
？
｀

を
倫
ん
で
仙
人
と
な
↓
た
故
ぷ
サ
か
ら
「
倫
桃
」
が
熟
語
と
な
っ
て

。
るこ
れ
ら
か
ら
想
像
を
ず
ろ
と
、
彼
は
初
め
「
長
谷
川
有
射
」
と

い
う
本
名
で
著
作
を
し
て
い
た
が
、
「
宰
牧
の
伯
」
な
著
わ
ず
に

至
っ
て
、
そ
の
内
容
が
過
激
で
公
表
を
ぱ
ば
か
る
面
が
あ
っ
た
の

て
、
本
名
＇
付
故
怠
に
避
け
、
嘗
時
の
身
分
を
も
じ
っ
た
闊
の
「
蜻

桃
」
を
使
用
し
た
。
を
し
て
そ
れ
に
紹
け
て
「
倫
桃
」
か
ら
連
想

し
て
「
愉
言
子
」
と
書
い
た
の
は
、
先
人
の
言
を
倫
む
に
過
ぎ
な

い
と
い
り
謙
遜
の
怠
を
表
面
に
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ

の
表
面
の
謙
虚
さ
の
奥
に
は
、
今
は
「
幡
屈
」
し
て
一
商
家
の
番

頭
は
し
て
い
て
も
、
日
分
の
思
想
が
一
二
千
年
に
一
度
の
花
を
咲
か

せ
宜
を
結
ば
せ
る
時
期
が
や
が
て
く
る
。
自
分
は
そ
れ
だ
け
の
恨

値
を
持
つ
人
間
な
の
だ
と
い
，
う
悲
願
や
自
負
心
が
「
蝠
桃
」
と
い

A
~
被
に
惰
ん
で
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
て
あ
る
。

後
述
の
如
く
、
師
中
井
屈
軒
に
た
し
な
め
ら
れ
、
「
宰
牧
の

骰
」
は
題
名
も
内
容
も
穏
健
な
「
夢
の
代
」
に
改
め
た
時
、
琥
の

て
ら

「
蝠
桃
」
も
そ
う
し
た
街
い
の
な
い
「
播
協
」
に
改
め
、
髪
名
の

「
倫
言
子
」
を
や
め
て
本
名
を
名
乗
っ
た
の
て
は
な
か
ろ
う
か
。

注
①
」
＇
巾
、
四
付
天
囚
氏
が
「
名
た
し
収
」
（
東
罰
翁

記
）
か
ら
引
用
し
て
い
る
白
刈
使
と
厨
州
の
詞
を
帆
掟
し
よ
う
と

し
た
「
升
屋
別
家
手
代
七
郎
右
伽
門
」
及
び
東
京
汽
立
団
物
伯
所



愛
日
文
庫
の
沿
革

蔵
「
鼻
川
隅
立
ぃ
屁
い
」
（
高
橋
竹
左
ェ
門
宛
）
に
あ
る
「
舛
附
七

郎
ェ

lHl」
は
共
に
こ
の
七
郎
左
術
門
（
蝠
桃
）
を
指
す
と
思
わ
れ

J
'
 

7
、'

ふ
、
＿
也
田
次
郎
氏
ぃ

ふ
，
咋
山
本
又
次
氏
・
杉
浦
叫
平
氏
。

〔
ゎ
坂
出
畔
仲
氏
に
よ
れ
ば
、
後
批
（
宋
ふ
5
)

て
は
桃
―
の
一
伸
阻

露
圧
が
特
に
大
き
い
）
の
名
と
し
て
将
逍
に
用
い
ら
れ
て
い

蝠
桃
没
餃
、
衰
迎
を
た
ど
っ
て
き
た
升
屋
本
家
ぱ
、
明
治
糾
新

に
よ
っ
て
決
定
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
訓
敵
と
な
っ
た
東
北
語
湘

に
金
融
を
し
て
い
た
た
め
、
行
李
に
一
杯
つ
ま
っ
た
揺
文
も
す
べ

て
反
古
と
な
り
、
い
ま
や
皮
落
必
至
の
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
明

治
五
年
學
制
狡
布
に
常
り
、
戸
長
を
し
て
い
た
嘗
主
重
明
は
、
屈

①
 

宅
を
改
修
し
て
第
十
三
番
小
學
校
と
戸
長
役
場
に
提
供
し
て
，
11分

は
そ
の
向
い
側
に
住
み
、
蜻
桃
が
蓑
育
補
佐
に
営
っ
た
學
間
好
ぎ

の
四
代
営
主
重
芳
時
代
か
ら
の
蔵
苫
類
も
、
す
べ
て
こ
の
小
學
校

に
寄
附
し
た
。
現
在
の
大
阪
市
立
愛
日
小
學
校
と
、
そ
の
図
刀
俯

内
に
特
別
に
保
管
さ
れ
て
い
る
愛
日
文
州
は
、
こ
う
し
て
誕
生

L

こ。t
 同文
庫
の
内
容
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
年
に
至
る
和
朔
袢

書
並
び
に
地
閻
類
全
部
で
約
五
百
部
三
千
五
百
肌
で
あ
る
。
そ
の

中
に
は
、
現
在
批
界
て
五
部
し
か
仔
在
せ
ず
、
し
か

山
片
蝠
桃
と
多
田
義
俊

＜
 

に
し
い
｝

‘、
i

¥

保
存
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
ヨ
ソ
ス
ト
ソ
ス
編
ア
ム
ス
テ
ル

タ
ム
一
六
六

0
年
刊
の
大
肌
の
蘭
書
「
動
物
學
全
芯
」
を
ぱ
じ

め
、
仙
豪
侯
・
白
河
侯
等
よ
り
の
拝
領
品
、
蜻
桃
・
直
芳
の
収
集

品
、
懐
偲
党
闊
係
の
窃
本
等
の
、
蝠
桃
が
生
祁
愛
誼
し
た
と
思
わ

れ
る
罰
虚
な
蔵
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
、
木
綺
好
小
回
氏

に
よ
っ
て
筒
箪
な
目
録
と
、
署
名
な
費
重
書
の
み
に
つ
い
て
の
解

題
か
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
戦
前
ぱ
思
想
的
に
も
と
か
く
敬
遠
さ

れ
膀
ち
て
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
は
、
學
童
疎
閲
の
か
パ
用

の
一
部
こ
あ
て
る
た
め
四
却
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ

の
相
談
を
受
け
ら
れ
た
常
時
の
大
阪
市
視
學
（
現
大
阪
，
IIJ
立
大
摩
敦

授
）
谷
山
茂
阿
士
は
弧
く
反
尉
さ
れ
、
脈
代
の
愛
日
校
校
長
職
且

並
び
に
愛
日
敦
育
會
隕
係
者
の
方
々
の
御
努
力
に
よ
っ
て
、
一
部

毀
担
を
除
い
て
無
事
に
現
在
ま
で
保
管
さ
れ
て
恨
た
。
し
か
し
、

日
本
の
近
代
息
想
の
先
蝙
若
片
山
幡
桃
の
、
墨
間
の
謎
を
秘
め
た

最
大
の
資
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
愛
日
文
叩
を
も
と

と
し
た
本
質
的
在
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
昭
和
四
十
一
・
ニ
年
度
文
部
省
科
學
飢
究
費
補
助
金
を

受
け
、
愛
日
校
闊
係
各
位
の
御
厚
怠
の
下
こ
全
面
的
な
調
森
を
行

な
っ
た
結
果
、
い
く
つ
か
の
新
資
料
を
得
た
の
で
、
幡
桃
及
び
そ

れ
を
取
り
谷
く
近
世
の
大
阪
の
學
間
を
見
直
し
て
人
に
い
。

第
三
大
學
屈
窮
一
中
學
仄
東
大
祖
第
ト
一
二
番
小
岱
長

八
〇



の
代
」
と
愛
日
文
庫
蔵
書

（
鯛
耳
狛
）

の
代
」
の
径
首
に
あ
る
「
引
用
苫
日
」
に
は
、
「
天
罰
或

間
」
か
ら
始
ま
り
「
一
二
法
方
典
」
に
至
る
三
百
七
十
八
部
の
刀
名

が
あ
る
。
こ
れ
は
本
文
中
に
引
用
し
た
順
に
大
開
配
列
さ
れ
て
い

）
。
7ぐ

一
方
、
愛
日
文
爪
中
揺
桃
霞
前
の
出
版
・
筆
窃
と
見
る
こ
と
の

で
き
る
も
の
百
六
十
八
部
の
中
、
八
十
八
部
が
「
誼
ク
の
代
引
用
因

日
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
愛
日
文
叩
は
あ
く
ま
で
主
人

重
芳
の
蔵
書
で
あ
り
、
幡
桃
が
引
用
し
た
の
は
害
名
は
同
じ
で
も

必
ず
し
も
同
一
本
で
は
な
い
と
い
う
説
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回

そ
れ
を
反
駁
で
き
る
資
料
を
被
見
す
る
こ
と
が
て
き
た
。
そ
れ
は

墨
付
四
十
冗
枚
の
窃
本
「
燭
耳
集
」
て
、
直
芳
の
載
古
印
「
思
始

常
図
書
記
」
の
押
印
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
愛
日
小
學
校
に
付

①
 

設
さ
れ
て
い
た
「
愛
散
女
根
」
の
蔵
内
内
に
ま
し
っ
て
い
た
に

め
、
大
正
八
年
調
府
の
日
録
に
は
岐
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
本
の
内
容
は
、
天
文
十
一
年
の
家
康
生
誕
か
ら
始
ま
り
、

寛
政
十
一
年
の
大
阪
の
紙
屑
買
い
の
話
に
終
わ
ろ
。
上
は
天
皇
・

将
軍
の
れ
貼
か
ら
老
中
・
學
者
、
下
は
非
人
が
子
供
左
落
と
す
こ

と
な
ど
耳
に
隅
れ
た
四
十
八
の
話
を
街
め
て
い
る
。
園
内
解
題
や

に

こ

の

は

見

堂

ら

す

、

の

末

尼

に

j¥ 

政
未
(
+
一
年
）
の
秋
讃
軒
主
人
」
と
れ
て
い
る
が
、
そ

の
本
名
・
身
分
も
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
「
歩
の
代
引
用
書
日
」
に

の
み
そ
の
書
名
が
見
え
て
い
る
。
そ
し
て
「
歩
の
代
」
十
二
往
十

一
二
節
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。
ー
ー
享
保
九
年
の
大
阪
の
大
火
の

際
、
大
阪
城
内
で
は
皆
が
反
逆
人
が
城
に
火
を
移
す
こ
と
を
心
配

し
て
、
城
中
よ
り
市
中
に
石
火
矢
を
は
な
ち
城
を
守
ろ
う
と
協
議

し
た
。
し
か
し
城
代
酒
井
讃
岐
守
は
、
た
と
え
城
に
火
が
移
っ
て

燒
け
落
ち
て
も
、
城
代
で
あ
る
自
分
一
人
が
切
腹
す
れ
ば
清
む
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
幾
十
萬
人
の
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
と
押
し

と
ど
め
た
話
を
あ
げ
て
、
酒
井
公
の
慮
樅
を
買
め
て
い
る
。
ー
ー

こ
の
話
は
「
引
用
書
目
」
に
収
せ
ら
れ
た
順
番
か
ら
み
て
も
、
こ

の
「
飼
耳
集
」
よ
り
引
用
し
た
も
の
と
斯
定
で
き
る
。

愛
日
文
叩
の
蔵
書
は
「
夢
の
代
」
執
筆
の
鳳
的
と
な
っ
た
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
も
誠
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

注
①
第
十
三
番
小
旱
校
こ
明
治
七
年
十
月
女
紅
場
が
併
設
さ
れ
、
後

「
女
子
手
藝
亭
校
」
と
改
梱
、
十
三
年
十
一
月
「
愛
散
女
亭
，
＿
と

な
り
裁
縫
手
藝
の
ほ
か
、
抹
荼
•
生
花
及
ひ
認
叫
鳥
・
仰
術
・
習
字

な
ど
を
数
え
た
。
明
治
十
六
年
六
月
同
じ
く
併
設
の
愛
珠
幼
稚
園

と
共
に
、
今
橋
三
丁
日
に
移
っ
た
か
、
明
治
二
十
二
年
卜
月
に
は

常
時
「
市
立
大
阪
ぃ
砂
笠
女
以
校
」
と
い
っ
た
現
大
手
部
砂
校
の

「
附
属
低
母
筏
成
所
」
に
改
祖
統
合
さ
れ
る
た
め
嗅
校
と
な
っ

た
。
そ
の
蔵
閃
に
は
「
愛
敬
女
厚
」
の
蔵
内
印
が
丸
っ
て
、
歌
翠

．
隕
文
墨
・
修
投
内
・
宜
川
内
佑
ず
の
主
た
も
の
た
け
て
も
、
鉦
賓



六
年
か
ら
明
治
十
七
年
に
至
る
三
十
七
部
二
百
二
十
四
冊
あ
り
、

そ
れ
が
愛
日
校
闘
It
ロ
館
の
明
治
以
来
の
哲
敦
利
円
類
に
ま
じ
っ
て

促
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
今
回
の
謁
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

尼
崎
町
壺
丁
目
水
帳
と
懐
徳
堂

升
屋
の
化
宅
や
愛
日
小
學
校
か
ら
御
堂
筋
を
隔
て
た
東
側
に
建

つ
日
生
ビ
ル
の
敷
地
に
、
明
治
一
一
年
ま
で
は
懐
徳
堂
が
あ
り
、
現

在
今
橋
一
―
―
•
四
丁
目
で
あ
る
こ
の
付
近
は
、
明
治
宜
年
ま
て
は
尼

崎
町
一
丁
目
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
愛
日
文
庫
の
今
回
の
調
査
で
、

①
 

そ
の
水
帳
（
附
内
屋
敷
地
閂
）
を
殷
見
し
た
。
こ
れ
も
佑
目
録
に
は

i
 

な
か
っ
た
も
の
て
、
「
享
保
十
一
平
年
四
月
」
の
日
付
が
あ
り
、

宮
本
又
次
氏
が
「
船
場
」
第
二
琥
（
四
十
一
年
十
二
月
十
一
日
船
場

の
會
務
行
）
で
紹
介
さ
れ
た
賽
脈
三
年
の
地
閻
よ
り
一
二
十
年
近
く

古
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
水
帳
の
日
付
は
、
中
井
梵
庵
が

尼
崎
町
一
丁
目
に
學
間
所
を
開
設
す
る
こ
と
を
、
三
宅
石
庵
門
下

R
 

の
町
人
五
同
志
と
共
に
大
阪
町
奉
行
を
通
し
て
糀
府
へ
願
い
出
た

月
に
あ
た
る
。
時
の
賂
軍
吉
宗
は
、
こ
れ
よ
り
さ
き
（
享
保
九
年
）

京
大
阪
に
も
學
問
所
様
の
も
の
を
設
置
し
、
忠
孝
の
筋
を
説
き
間

か
せ
た
い
と
い
う
内
意
を
も
ら
し
た
が
、
梵
庵
の
願
書
は
そ
れ
に

呼
應
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
願
い
出
は
十
一
年
七
月
に
間
き

居
け
ら
れ
、
従
来
の
道
明
寺
屋
吉
左
術
門
の
慇
宅
敷
地
に
東
隣
尼

崎
屋
の
持
地
を
加
え
、
八
月
に
は
普
請
完
成
、
石
庵
が
學
生
、

山
片
蝠
桃
と
多
田
義
俊

庵
が
學
問
所
預
人
、
互
井
蘭
州
が
助
敦
と
な
っ
て
十
月
冗
日
間

講
、
諸
役
御
免
不
退
轄
の
學
間
所
懐
徳
党
と
な
っ
た
。

今
回
披
見
さ
れ
た
水
帳
に
お
け
る
學
間
所
の
箇
所
を
見
る
と
、
西

半
分
に
「
翌
役
半
表
口
六
閻
半
裏
行
成
拾
間
道
明
寺
屋
吉

左
衛
門
同
」
、
東
半
分
に
「
壼
役
半
表
口
五
間
裏
行
成
拾
間

尼
崎
屋
市
右
術
門
向
」
と
最
初
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
貼

紙
し
て
「
三
役
表
口
拾
壼
間
半
學
問
所
右
預
リ
人
中
井

忠
蔵
固
」
と
あ
り
、
水
帳
の
終
わ
り
に
「
三
役
學
間
所
無
役
」
と

あ
と
か
ら
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
西
半
分
の
道
明
寺
屋
屁
宅
敷

地
に
は
、
す
で
に
享
保
九
年
の
大
火
後
、
同
年
五
月
に
講
舎
が
建

て
ら
れ
、
恨
徳
堂
と
名
づ
け
て
石
庵
が
居
住
し
、
有
志
子
弟
の
敦

授
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
享
保
十
一
年
四

月
の
水
帳
に
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
ま
だ

正
式
な
も
の
て
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
貼
紙
し
て
そ

の
上
に
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
幕
府
認
可
後
撒
張
、
は
じ

め
て
正
式
な
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
、
西
日
本
唯
一
の
官
許
學
間

所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

道
明
寺
屋
の
本
宅
は
、
學
間
所
の
南
向
い
側
に
、
表
口
拾
間
と

し
て
水
帳
に
因
か
れ
て
い
る
。
嘗
時
の
道
明
寺
吉
左
術
門
は
富
永

徳
通
の
こ
と
で
、
芳
春
と
披
し
、
懐
徳
堂
設
立
五
同
志
の
一
人
で

あ
っ
た
。
そ
の
三
男
仲
基
は
懐
徳
堂
を
は
な
れ
た
が
、
「
出
定
後

語
」
等
の
名
著
を
逍
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
将
油
の
醸
造
を

／＼ 



山
片
蝠
桃
と
多
川
義
俊

し

て

い

た

富

永

家

は

そ

の

後

没

落

し

、

の

捺

印

の

あ
る
「
平
口
国
」
（
元
認
十
四
年
、
郡
山
茄
副
舗
、
二
じ
じ
冊
）
が
、
い

ま
愛
日
文
印
こ
歿
っ
て
い
る
。
ま
た
尼
崎
屋
市
右
甑
門
ぱ
堂
時
の

月
行
司
と
し
て
水
帳
に
堺
名
し
て
い
る
が
、
灼
晶
暦
八
年
―
―
一
宅
春
偲

學
主
の
時
の
懐
徳
営
「
定
約
附
記
」
の
迎
署
に
も
同
名
が
あ
る
。

中
井
忠
蔵
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
賛
庵
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
水
帳
で
は
、
學
間
所
よ
り
東
へ
道
を
隔
て
て
―
―
一
軒
目
、

「
葛
籠
屋
新
左
術
門
」
の
所
に
貼
紙
し
て
、
川
井
立
牧
の
名
が
見

え
る
。
立
牧
は
臀
者
だ
が
嘆
詩
・
和
歌
の
素
蓑
も
あ
っ
た
。
冗
井

蘭
州
が
津
軽
藩
仰
を
陪
し
て
懐
徳
常
講
師
に
も
ど
り
、
寛
保
一
二
年

よ
り
堂
内
に
起
居
し
て
い
た
頃
、
こ
の
立
牧
は
尼
崎
町
年
寮
と
し

て
學
間
所
に
町
内
の
腔
溝
方
の
申
し
入
れ
を
し
た
。
蘭
州
が
そ
れ

を
支
持
し
、
學
間
所
で
は
、
町
内
だ
け
は
無
緑
の
人
で
も
肥
講
を

許
す
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
蘭
州
没
後
あ
と
の
空
屋
に
臀
者
布

を
住
ま
せ
た
の
で
、
町
で
は
借
家
並
み
に
扱
お
う
と
し
て
竹

111
と

立
牧
が
一
時
絶
交
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
立
牧
は
享
保
十
一

年
四
月
営
時
に
は
ま
だ
水
板
の
同
所
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
二
枚

目
及
び
一
二
枚
目
の
貼
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
町
年
寮
も
「
今
宮
屋

等
甫
享
偲
十
冗
年
九
月
代
り
祈
冗
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
ろ
。

立
牧
は
懐
惚
堂
設
立
後
こ
こ
に
移
っ
て
き
て
、
そ
れ
か
ら
町
年
寮

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
水
帳
に
は
、

そ
の
他
の
諸
家
の
名
も
次
々
と
貼
紙
し
て
載

j¥ 

巾
井
竹
山
•
履
軒
と
蜻
桃

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
懐
徳
堂
設
立
賞
時
の
様
子
、
及
び
そ
れ
以

後
の
近
隣
と
の
闊
係
や
、
の
盛
哀
を
う
か
が
う
に
足
る
貫
重

な
責
料
と
言
え
よ
う
。

注
①
税
金
を
討
め
る
た
め
の
土
地
汲
輯
で
、

る〈〉

御
闘
帖
の
区
味
て
あ

②
二
星
橙
武
右
衛
門
、
追
明
寺
屋
吉
左
衛
門
、
舟
捻
厨
四
郎
'9

か国

門
、
仙
前
屋
吉
兵
協
、
鴻
池
又
四
郎
3

幡
桃
は
の
代
」
凡
例
に
「
ス
ベ
テ
中
井
雨
夫
子
二
間
コ
ト

ア
ル
ニ
ア
ヅ
カ
ル
モ
ノ
ノ
ミ
、
余
ガ
蒋
似
叫
ニ
モ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、

シ
カ
レ
ド
モ
太
陽
明
界
ノ
説
、
及
ビ
無
鬼
ノ
論
二
至
リ
テ
ハ
、
余

ガ
股
明
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
ズ
、
其
説
ハ
ス
ベ
テ
杜
撰
妄
讃
多
シ
ト

知
ル
ベ
シ
…
…
竹
山
先
生
ハ
我
常
ノ
師
ナ
リ
、
ユ
エ
ニ
我
論
ズ
ル

所
、
ミ
ナ
先
生
二
間
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
別
二
師
名
ヲ
顕
ス
コ

ト
ナ
シ
、
其
後
屈
軒
先
生
二
校
正
ヲ
請
テ
ソ
ノ
論
ヲ
キ
、
、
古
中

ニ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ユ
エ
ニ
、
別
二
『
履
軒
先
生
曰
』
ヲ
加
ヘ
テ
コ

レ
ヲ
分
ツ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
日
ら
述
べ
て
い
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ

e
 

か
ら
、
従
束
「
夢
の
代
」
は
、
中
井
竹

111
・
骰
軒
の
敦
説
を
基
本

と
し
て
、
そ
こ
に
彼
の
獨
創
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
「
夢
の
代
」
の
内
容
を
子
細
に
椀
討
す
る
と
、
雨
師

の
謁
く
所
に
あ
き
に
ら
ず
思
っ
て
い
る
黙
が
、
す
く
な
か
ら
ず
見



ら
れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
は
崩
述
の
町
年
富
川
井
立
牧
が
、
蛉
府
直
轄
の
形
で

御
冤
で
あ
っ
た
學
間
所
を
町
の
支
配
に
お
こ
う
と
し
て
、
竹
山
と

紛
争
し
た
頂
、
快
徳
堂
門
前
に
捨
子
が
あ
っ
た
。
學
校
か
ら
町
方

へ
引
き
渡
そ
う
と
し
た
が
立
牧
は
引
き
取
ら
ず
、
そ
の
内
に
括
子

が
死
亡
し
て
、
恨
徳
堂
と
し
て
は
い
た
＜
迷
惑
を
蒙
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
閻
連
し
て
か
、
竹
山
は
時
の
執
政
松
平
定
信
の

諮
問
に
答
え
て
天
叫
八
年
獣
策
し
た
「
草
茅
危
言
」
の
巻
十
に
、

「
捨
子
ノ
れ
」
と
し
て
「
モ
シ
又
嘗
分
二
病
死
等
ア
レ
バ
、
官
府

ノ
椀
寮
ヲ
乞
ナ
ド
、
色
々
ノ
世
話
モ
掛
リ
、
面
倒
成
者
故
、
個
度

有
テ
ハ
迷
惑
成
市
也
」
と
い
い
、
そ
の
閃
策
と
し
て
「
此
、
コ
ロ
新

二
琥
令
有
テ
、
括
子
ヲ
又
屠
者
非
人
二
下
サ
ル
ト
ノ
命
有
ト
モ
聞

タ
リ
、
イ
マ
ダ
宜
否
ヲ
知
ラ
ズ
、
何
分
屠
村
ノ
令
面
白
キ
様
ナ
レ

ド
モ
、
退
テ
考
フ
ル
ニ
、
棄
ル
者
二
罪
ア
ッ
テ
小
兒
二
罪
無
、
然

ル
ヲ
罪
有
親
ハ
間
ズ
シ
テ
、
罪
ナ
キ
小
兒
ノ
ミ
屠
村
二
下
シ
人
外

ト
セ
バ
、
其
兒
成
長
ノ
上
ニ
テ
思
ン
虞
モ
不
便
也
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
に
野
し
蝠
桃
は
「
夢
の
代
」
五
巻
十
八
節
て
刑
の
窪
巌

を
論
じ
て
、
「
今
捨
子
ハ
ニ
三
貫
錢
ヲ
ッ
ケ
テ
微
多
二
追
ハ
ス
ベ

シ
、
然
ル
時
ハ
捨
子
ノ
敷
減
ズ
ベ
シ
」
と
い
い
、
更
に
六
径
十
節

で
は
、
「
江
戸
ニ
テ
陸
州
ノ
門
前
へ
拾
子
セ
シ
ニ
、
廊
チ
ニ
大
川

ノ
橋
ョ
リ
川
中
二
投
ゼ
ラ
レ
ケ
レ
｀
、
ハ
、
ソ
ノ
後
再
ビ
揺
ル
コ
ト
ナ

シ
…
•
•
•
コ
レ
ラ
ハ
不
仁
二
似
タ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
タ
ビ
殺
シ
テ

山
片
蜻
桃
と
多
田
義
俊

再
ビ
犯
サ
シ
メ
ズ
、
仁
愛
二
過
キ
テ
又
犯
ス
ト
同
日
ノ
論
ニ
ア
ラ

ズ
、
職
多
乞
食
ニ
ャ
リ
テ
然
ル
ベ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
。
竹
山
の

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
怠
見
に
肘
し
て
、
蟷
桃
は
こ
れ
に
あ
き

た
ら
ず
、
法
家
的
な
刑
罰
主
義
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

屈
軒
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
「
夢
の
代
」
九
咎
十
六
節
に
「
屈

軒
先
生
曰
、
秤
氏
ノ
阿
淵
陀
ハ
日
本
天
照
大
帥
ノ
如
ク
、
並
二
日

輪
二
名
ヲ
付
テ
ヨ
プ
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
ウ
ソ
ハ
ッ
キ
次
第
ナ
リ
、

ソ
レ
ヲ
慎
顔
ニ
テ
宜
否
ヲ
正
ス
ハ
オ
ト
ナ
ゲ
ナ
シ
、
筆
ノ
ッ
ヒ
ェ

ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
、
亦
太
宰
風
ナ
ラ
ザ
ル
ヤ
ト
」
と
あ
り
、
屈
軒
も
阿

刺
陀
や
天
照
大
紳
を
虚
構
の
も
の
と
認
め
て
は
い
る
が
、
蝠
桃
の

佛
敦
を
攻
撃
す
る
論
法
を
太
宰
春
景
の
や
り
方
と
同
じ
で
、
つ
ま

ら
な
い
こ
と
だ
と
た
し
な
め
て
い
る
。
（
太
宰
春
棗
ば
荻
生
祖
株
の
弟

子
て
あ
っ
た
か
、
そ
の
性
格
は
峻
厳
て
、
師
の
人
物
性
行
に
つ
い
て
さ
え

無
述
應
な
批
評
を
下
し
、
祖
棟
の
學
で
あ
る
古
文
僻
の
弊
を
も
訓
烈
に
論

駁
し
て
い
る
。
又
帥
佛
に
頼
ら
ず
に
安
心
立
命
を
白
分
て
得
よ
う
と
す
る

町
鳴
な
ど
で
も
、
幡
桃
と
相
通
じ
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
）
蝠
桃
は
履
軒
の

た
し
な
め
に
厨
し
て
、
「
然
レ
ド
モ
ソ
レ
ハ
君
子
中
ノ
コ
ト
ナ

リ
、
今
コ
レ
佛
法
弘
マ
リ
テ
以
来
王
佛
並
ビ
行
ハ
レ
、
大
刹
ヲ
建

立
シ
、
ツ
ヒ
ニ
ハ
佛
法
ヲ
信
ズ
ル
ハ
、
政
令
ノ
一
ト
ナ
リ
テ
、

ソ
レ
ニ
乗
ジ
テ
紺
徒
國
中
二
肩
ヲ
イ
カ
ラ
シ
、
姫
婆
ヲ
オ
ド
シ
テ

コ
レ
ヲ
業
ト
シ
、
正
業
ヲ
陵
ス
ル
ニ
至
ル
、
陸
象
山
ノ
椰
ヲ

ル
ニ
、
朱
子
コ
レ
ヲ
戒
ム
ル
コ
ト
ア
レ
バ
、
モ
亦
愚
民
ノ

¥＂
r
 

ー
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＂
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為
ニ
ヲ
骰
ス
ノ
ミ
」
と
甚
だ
高
姿
勢
で
師
に
反
論
し
、

八
節
で
も
「
コ
ノ
章
ノ
如
キ
ハ
、
取
上
テ
論
ズ
ル
ホ
ド
ノ
コ
ト
ニ

ア
ラ
ズ
、
サ
レ
ド
佛
者
ノ
虚
妄
ノ
―
ニ
ヲ
ア
ゲ
テ
、
洋
溺
ス
ル
人

ヲ
サ
ト
ス
ノ
ミ
、
太
宰
風
ナ
ド
ト
ソ
シ
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
」
と
し
、

更
に
凡
例
に
は
「
孟
子
卜
雖
圭
角
ナ
キ
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
、
…
…
菰

子
ス
デ
ニ
シ
カ
リ
、
況
ヤ
後
世
紛
擾
タ
ル
ヲ
ヤ
、
ユ
ニ
ニ
其
論
ニ

イ
タ
リ
テ
圭
角
多
キ
ヲ
冤
レ
ズ
、
必
シ
モ
太
宰
風
ナ
リ
ト
非
ト
ス

ル
コ
ト
ナ
カ
レ
」
と
し
て
、
師
股
軒
か
ら
「
太
宰
風
」
と
非
難
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
正
面
か
ら
く
り
か
え
し
反
駁
し
て
い
る
。

「
夢
の
代
」
の
自
叙
に
は
題
名
に
つ
い
て
、
「
此
巻
の
始
は
眠

り
を
止
め
て
富
き
し
ま
ま
に
、
宰
我
の
償
と
題
せ
し
に
、
股
軒
先

生
難
じ
て
、
夢
の
代
と
あ
ら
た
め
題
す
と
い
う
の
み
」
と
あ
る
。

宰
我
と
は
孔
子
の
弟
子
宰
予
の
こ
と
で
、
論
語
公
冶
長
第
五
に
佼

か
さ

衰
を
し
た
た
め
孔
子
か
ら
朽
木
や
炭
土
の
脳
に
な
ぞ
ら
え
て
猷
評

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
虚
寝
か
ら
こ
の
題
名
を
考
え
た
の
で
あ
る

が
、
同
陽
貨
第
十
七
に
も
、
三
年
の
喪
に
つ
い
て
の
疑
い
を
述
べ

た
た
め
、
孔
子
が
そ
の
不
孝
不
仁
を
晩
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
又
、
史
記
六
十
七
仲
尼
弟
子
列
他
に
は
「
宰
我
間
1

一
五
帝

之
徳
：
子
曰
、
予
非
ュ
其
人
一
也
、
宰
我
為
1

一
臨
菖
大
夫
：

Hilハ出一田常―

作
レ
胤
、
以
レ
夷
―
―
其
族
7

孔
子
恥
レ
之
」
と
あ
り
、
常
に
師
に
う
と

ま
れ
て
い
た
宰
我
は
、
遂
に
謀
反
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
他
え

ら
れ
て
い
る
。
愛
弟
子
の
蝠
桃
の
畢
世
の
大
作
に
師
に
嫌
わ
れ
た

同
脊
十

八
五

宰
我
の
名
を
つ
け
る
の
は
、
股
軒
に
と
っ
て
忍
び
な
か
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
か
、
又
一
面
「
夢
の
代
」
に
く
ら
べ
て
も
、
な
お
閲

分
激
烈
な
所
論
も
あ
る
と
こ
ろ
の
「
宰
我
の
債
」
が
、
そ
の
ま
ま

の
題
名
で
、
し
か
も
内
容
に
も
修
正
を
加
え
ず
に
批
に
出
た
な
ら

ば
、
世
間
の
疑
惑
を
ま
ね
き
、
ひ
い
て
は
器
府
の
忌
詭
に
も
ふ
れ

る
結
果
と
な
り
、
そ
の
際
題
名
に
「
宰
我
」
の
名
が
あ
れ
ば
、
謀

反
人
の
思
想
と
い
う
よ
う
に
解
粋
さ
れ
る
危
瞼
が
大
い
に
あ
る
こ

と
を
、
股
軒
は
憂
応
し
た
の
で
は
な
い
だ
る
う
か
。
「
悔
國
兵
談
」

を
著
わ
し
た
林
子
平
が
、
寛
政
四
年
に
慮
分
を
受
け
た
と
い
う
時

勢
の
中
で
、
あ
え
て
「
宰
牧
の
債
」
と
い
う
題
名
を
つ
け
た
蜻
桃

R
 

の
抵
抗
精
紳
に
開
し
、
「
俗
梢
に
通
じ
世
オ
に
長
じ
」
た
と
い
わ

⑤
 

れ
る
竹
山
は
と
も
か
く
、
「
豪
放
不
覇
に
し
て
憔
慨
氣
節
あ
り
」

と
い
わ
れ
る
履
軒
が
そ
れ
を
難
し
た
と
い
り
こ
と
は
、
こ
の
師
弟

の
思
想
的
傾
向
を
知
る
の
に
興
味
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
す
れ
ば
、
幡
桃
の
根
説
・
學
風
は
、
必
ず

し
も
雨
師
の
そ
れ
を
全
面
的
に
肯
定
し
、
そ
れ
に
盲
従
す
る
も
の

て
は
な
く
、
内
宜
は
雨
師
の
枠
を
の
り
越
え
、
む
し
ら
雨
帥
の
敦

説
，
ご
あ
き
た
ら
ず
反
駁
さ
え
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ

゜
ぶ
ノ

注
①
酬
ほ
解
題
ー
「
夢
の
代
：
・
・
：
中
井
竹
山
、
同
屈
軒
の
雨
先
生
に

皿
ぎ
た
る
こ
と
を
子
孫
の
敦
戒
に
It
ロ
歿
す
由
を
：
・
・
：
日
庁
に
い
ヘ

り」



「
夢
の
代
」

①
 
．
 
①
 

に
あ
ら
わ
れ
た
諸
學
者

そ
う
し
た
既
を
考
廊
し
な
が
ら
、
の
代
」
で
蜻
桃
が
と
り

あ
げ
た
諸
學
者
の
説
を
検
討
し
て
み
る
と
、
―
つ
の
新
事
廊
か
見

つ
か
る
。
即
ち
「
夢
の
代
」
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
引
用
書

目
」
を
著
者
別
に
分
け
て
み
る
と
、
多
田
義
俊
11
、
新
井
白
石

7
、
中
井
股
軒
6
、
本
居
宣
長
・
中
井
竹
山
各
4
、
大
尊
寺
友
山

・
荻
生
飢
煉
・
熊
澤
蕃
山
・
中
井
続
庵
・
北
畠
親
房
各
3
部
と
な

っ
て
、
義
俊
の
著
書
が
群
を
抜
い
て
多
い
の
に
氣
づ
く
。
ま
た
本

文
及
び
自
注
に
出
て
く
る
諸
學
者
の
紹
介
・
學
説
批
判
•
著
粛
引

用
等
の
回
敷
は
、
屈
軒
27
、
竹
山
・
白
石
各
15
、
飢
株
認
、
林
羅

山
11
、
太
宰
春
豪
10
、
義
俊
9
、
宣
長
8
、
山
崎
闇
齋
6
、
白
井

宗
因
・
一
條
兼
良
・
五
井
閲
州
各
5
回
と
な
り
、
や
は
り
雨
帥
な

は
じ
め
伽
學
者
の
説
を
引
用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
と
く
に
國
學

闊
係
諸
學
者
に
限
定
す
る
と
、
義
俊
・
宜
長
・
宗
因
・
兼
良
の
順

て
、
多
く
引
用
し
て
い
る
。
今
そ
の
内
容
を
一
瞥
し
て
み
る
と
、

白
石
に
つ
い
て
は
、
地
理
（
外
馴
事
箭
）
で
は
一
應
そ
の
先
見
的

知
識
を
褒
め
て
は
い
る
。
し
か
し
歴
史
観
で
は
、
白
石
は
紳
代
の

紳
祁
的
な
物
語
を
人
間
の
宜
生
活
の
事
件
に
合
理
的
に
翻
評
し
て

理
解
し
よ
う
と
し
た
が
、
も
と
も
と
合
理
的
な
考
え
方
で
記
述
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
紳
代
の
物
語
を
、
強
い
て
合
理
的
に
解
粋

い
ず
れ
も
四
村
火
囚
氏

山
片
蝠
桃
と
多
田
義
俊

ら
、↓ふ“

し
よ
う
と
し
て
、
か
え
っ
て
結
高
的
に
は
非
科
學
的
な
も
の
と
な

っ
た
の
に
釘
し
、
幡
桃
は
鋭
い
批
判
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
白

石
の
「
鬼
紳
論
」
を
取
り
あ
げ
て
「
一
ツ
モ
取
ル
ベ
キ
虞
ナ
シ
」

と
し
て
そ
の
不
徹
底
さ
を
嘲
笑
し
て
い
る
。

祖
祝
に
つ
い
て
は
、
懐
徳
営
の
先
學
蘭
州
・
竹
山
等
の
態
度
を

み
な
ら
い
、
學
祇
の
異
な
る
古
文
附
派
を
攻
撃
し
、
「
飢
椋
、
春

豪
ナ
ド
ノ
書
ハ
ヨ
ム
ベ
カ
ラ
ズ
、
毒
多
シ
」
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
蜻
桃
が
く
り
か
え
し
力
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
天
照
大
紳

は
元
来
男
紳
で
あ
っ
た
が
、
聖
徳
太
子
が
自
己
の
地
位
を
守
る
た

め
、
女
帝
を
た
て
た
こ
と
を
正
嘗
化
す
る
た
め
に
、
園
史
を
改
蹟

し
て
女
帥
と
し
た
と
い
う
説
は
、
飢
株
の
「
擬
1

一
家
大
辿
檄
こ
の

文
を
直
接
に
最
も
大
き
く
採
り
入
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

羅
山
に
つ
い
て
は
、
栂
識
を
誇
る
だ
け
で
仙
道
を
國
政
に
省
印
ハ

さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
非
難
し
、
天
照
大
誹
が
呉
の
泰
伯
で
あ
っ

た
と
い
う
そ
の
説
を
否
定
し
、
又
羅
山
の
「
紳
叫
考
」
を
白
井
宗

因
の
「
紳
社
啓
蒙
」
と
比
較
し
、
「
白
井
氏
ハ
紳
名
ヲ
云
テ
、
本

地
ヲ
習
合
ス
ル
ヲ
恥
ズ
、
林
氏
ハ
本
地
ヲ
云
テ
亜
迩
ヲ
イ
ハ
ズ
、

本
地
ノ
ミ
ヲ
云
ト
キ
ハ
佛
寺
ナ
リ
、
紳
社
ト
ス
ペ
カ
ラ
ズ
、
林
氏

ナ
ン
ゾ
愚
妄
ナ
ル
」
と
こ
き
お
ろ
し
て
い
る
。

春
嚢
に
つ
い
て
は
、
表
面
は
師
に
み
な
ら
っ
て
攻
撃
し
、
排
佛

の
態
度
に
つ
い
て
も
今
―
つ
不
涵
を
胞
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る

か
、
内
面
で
は
．
，
て
の
迷
信
打
破
の
合
理
主
義
の
貼
で
大
い
に
共
鳴

八
六



山
片
幡
桃
と
多
田
義
俊

し
、
か
え
っ
て
前
述
の
よ
う
に
太
宰
風
の
圭
角
多
い
執
筆
態
度
に

親
近
感
を
抱
い
て
い
る
。

宜
長
に
つ
い
て
は
、
記
紀
を
比
較
し
「
古
事
記
」
惑
を
重
祝
す
る

貼
と
、
佛
説
を
排
す
る
貼
で
は
狡
意
を
表
し
て
い
る
が
、
宜
長
が

①
 

天
照
大
紳
を
陰
盟
（
女
）
と
し
、
又
日
輪
そ
の
も
の
と
す
る
貼
に

つ
い
て
は
反
劉
し
、
そ
し
て
紳
話
を
質
際
あ
っ
た
事
府
と
信
ず
る

貼
は
非
合
理
と
し
て
徹
底
的
に
非
難
し
て
い
る
。

閻
齋
に
つ
い
て
は
、
朱
子
學
振
の
先
學
と
し
て
は
散
脅
心
を
表
し
な

が
ら
、
「
晩
二
紳
學
二
入
ル
、
イ
カ
ナ
レ
バ
ソ
ノ
虚
妄
多
キ
ャ
、

殆
ン
ド
仙
ヲ
學
ビ
シ
ト
キ
ニ
類
七
ズ
、
老
名
セ
ル
モ
ノ
カ
」
と
述

べ
て
、
晩
年
の
垂
加
紳
道
を
佛
説
を
混
じ
え
た
も
の
と
非
難
し
て

い
る
が
、
そ
の
非
難
は
、
元
来
が
仙
學
者
で
あ
っ
た
閻
齋
が
、
自

分
の
領
分
で
あ
る
神
學
に
入
っ
て
き
て
勢
力
を
張
っ
て
い
た
こ
と

に
肘
し
、
異
常
な
ま
で
に
反
感
を
抱
い
た
多
田
義
俊
の
考
え
方
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
一
括
し
て
考
え
る
と
、
蝠
桃
は
「
夢
の
代
」
に
お
い

て
、
白
石
以
下
い
わ
ゆ
る
樅
威
的
諸
學
者
の
學
説
に
附
し
て
は
、

し
ば
し
ば
こ
れ
を
非
難
攻
撃
し
、
そ
の
師
竹
山
・
股
軒
の
説
に
尉

し
て
も
時
に
は
批
判
し
、
又
は
そ
の
枠
を
越
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
れ
に
反
し
義
俊
な
ら
び
に
宗
因
の
言
説
に
厨
し
て
は
、
む

し
ろ
霞
讃
の
こ
と
ば
さ
え
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
三
巻
に
「
多
田

R
 

ノ
義
俊
、
五
部
ノ
秘
書
ノ
妄
ヲ
知
リ
、
紳
道
家
ノ
過
ヲ
正
シ
、
前

八
七

の
一
博
本

世
ノ
紳
道
者
二
卓
越
ス
」
十
倦
に
「
白
井
宗
因
ハ
紳
學
者
卜
雖
、

林
氏
ノ
學
二
類
セ
ズ
、
紳
祉
啓
蒙
ノ
書
見
ル
ベ
キ
ニ
足
ル
、
叉
ソ

ノ
書
ス
コ
プ
ル
條
理
正
シ
」
な
ど
と
述
べ
て
、
雨
人
を
顕
彰
し
て

い
る
。

注
①
律
田
左
右
吉
氏
は
「
帥
代
史
及
ひ
上
代
史
研
究
史
資
料
」
に
お

い
て
蝠
桃
の
説
を
「
大
帥
は
日
（
太
陽
）
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い

う
考
」
の
中
へ
入
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
は
律
川
氏
の
解
粋
が
誤
っ

て
い
る
。

②
呻
道
丘
部
ぽ
、
行
駈
以
下
の
作
と
い
わ
れ
る
が
、
閥
は
中
枇
前

期
伊
勢
外
宮
の
帥
官
が
外
宮
の
地
位
を
心
InJ

め
ん
が
た
め
に
侭
作
し

た
も
の
で
、
佛
・
道
・
儲
ふ
恥
國
五
行
の
虚
を
取
り
ま
ぜ
て
あ

る
3

伊
勢
帥
逍
の
根
本
孜
典
と
な
っ
た
<

多
田
義
俊
と
「
故
質
纂
要
」

江

戸

時

代

の

中

期

、

嘗

時

の

「

倍

事

紀

」

本
紀
）
を
聖
徳
太
子
と
蘇
我
馬
子
が
撰
録
し
た
日
本
最
古
の
歴
史

書
で
あ
る
と
し
て
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
以
上
に
重
ん
じ
て
い

た
。
そ
れ
を
後
人
の
低
作
で
あ
る
と
初
め
て
公
け
こ
主
張
し
、
學

界
に
大
シ
ョ
ッ
ク
を
組
ハ
え
た
の
は
、
大
阪
の
國
學
省
多
田
義
俊
で

あ
っ
た
。

義
俊
は
元
緑
十
一
年
掘
津
に
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
、
幡
桃
が
生

ま
れ
た
二
年
後
の
寛
延
一
一
五
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
。
そ
の

（
先
代
倍
事



叔
兌
祝
氏
が
多
田
源
氏
よ
り
出
た
と
い
う
た
け
で
、
彼
の
に

つ
い
て
の
確
高
は
見
賞
ら
な
い
。
現
在
義
俊
の
著
作
と
さ
れ
て
い

る
「
多
田
満
仲
五
代
記
」
も
、
収
は
彼
の
生
ま
れ
る
以
伯
の
元
祁

四
年
の
出
版
で
あ
り
、
彼
と
は
無
闊
係
の
北
畢
の
佑
家
「
多
田
兵

部
家
」
に
偲
え
ら
れ
た
も
の
で
「
多
田
兵
部
輯
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
義
俊
は
名
を
愛
え
る
の
が
癖
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
通
梱
や

名
は
お
ろ
か
姓
ま
で
も
度
々
髪
え
て
お
り
、
「
多
田
兵
部
」
を
名

乖
っ
た
時
も
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
誤
解
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う

か
、
そ
の
談
解
が
、
又
あ
た
か
も
彼
が
多
田
源
氏
附
系
の
如
き
印

象
を
拠
え
て
い
る
。

長
じ
て
京
都
の
公
卿
の
家
に
仕
え
る
う
ち
に
、
諸
家
の
記
錦
を

誼
ん
で
獨
學
し
、
大
阪
長
堀
で
官
職
學
の
指
南
を
し
た
。
三
十
一

儀
の
時
、
伊
丹
の
大
鹿
の
叔
父
祝
氏
の
近
く
に
住
ん
で
武
門
の
故

宜
を
習
っ
た
。
そ
の
後
壺
井
義
知
の
門
に
入
っ
た
が
、
「
伶
れ

紀
」
の
見
解
の
相
違
で
師
に
た
て
つ
き
破
門
さ
れ
た
。
し
か
し
、

破
門
後
も
伊
勢
紳
宮
を
は
じ
め
各
地
で
遊
説
し
、
門
弟
も
多
く
で

き
て
次
第
に
名
高
い
園
學
者
と
な
っ
た
。
有
職
故
宜
・
随
筆
な
ど

の
著
書
も
す
こ
ぶ
る
多
く
全
部
で
百
三
十
五
部
と
い
う
。
叉
常
時

の
娯
架
讀
物
で
あ
る
八
文
字
屋
本
の
出
版
元
八
文
字
屋
自
笑
が
、

作
者
の
江
島
其
碩
と
仲
違
い
し
た
時
、
其
砧
に
か
わ
っ
て
代
作
し

た
が
、
本
職
が
作
っ
た
話
よ
り
面
白
く
て
好
評
を
得
た
ら
し
い
。

現
在
で
も
、
八
文
字
屋
本
の
中
で
特
に
警
句
と
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん

山
片
蝠
桃
と
多
川
義
俊

C

、
る
乍
nlll

よ、

｝
し

Iー

1
1
f

が
2c‘

>
'
、
一
し

ぅ
＞
在
r

u

オ
ろ
1「
-
—
,
r

俳
晶
て
も
一
家
を
な
し
て
い
の
代
作
て
は
な
い
か
と
批
測
さ
れ
る
に
ど

を
の
他
甲
州
流
軍
學
も
紋
え
、
和
歌
・

こ
れ
げ
ど
の
業
歓
と
才
能
を
持
っ
、
今
日
さ
ほ
ど
評

似
さ
れ
て
い
な
い
の
は
ど
う
し
て
て
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
囚
の
一

っ
と
し
て
、
義
俊
よ
り
十
七
歳
若
い
江
戸
の
旗
本
で
有
名
な
故
宜

家
伊
勢
貞
丈
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
貞
丈
は
義
俊
の
高
に
な
ら

い
同
じ
よ
う
に
似
ボ
紀
防
古
説
L4

エ
主
弘
し
た
が
、
「
秋
齋

C
義
俊
）

か
甚
に
は
引
書
を
な
く
し
て
古
説
の
や
う
に
い
ひ
ま
ぎ
ら
か
す
事

多
し
。
こ
れ
が
秋
術
が
病
に
て
、
皆
恥
説
を
か
ざ
れ
る
も
の
也
。

必
信
用
す
る
こ
と
な
か
れ
。
是
秋
齋
が
習
述
を
見
る
の
秘
他
也
」

鳳
訊
遺
稿
朴
）
と
、
主
な
著
書
一
っ
―
つ
に
つ
い
て
謹
を
書
き
、

イ
ン
チ
キ
が
多
い
と
閏
評
し
た
。
そ
の
た
め
か
義
俊
の
説
は
や
が

て
世
間
か
ら
信
用
さ
れ
な
く
な
り
、
遂
に
そ
の
存
在
も
か
す
ん
て

し
ま
っ
た
。
多
田
義
俊
は
果
し
て
日
本
の
呻
代
史
の
祁
密
に
最
初

の
挑
戦
を
し
た
大
鬼
事
れ
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
一
介
の
ホ
ラ

吹
キ
に
過
巻
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
愛
日
文
庄
中
に
「
秋
齋
多
田
先
生
辿
門
人
等
記
」
と
出
い

た
「
故
宜
築
要
」
佗
坤
二
肌
の
露
本
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
も

重
芳
の
蔵
因
印
が
あ
り
、
又
閲
頌
者
の
朱
注
も
書
き
こ
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
朱
注
の
筆
駅
に
つ
い
て
、
故
内
藤
湖
南
氏
令
息
で
私
が

か
つ
て
親
の
御
指
導
を
受
け
た
元
大
阪
市
大
法
學
部
敦

／＼ 
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山
片
錨
桃
と
多
川
義
俊

戦
詢
津
田
左
右
吉
氏
は
、
日
本
の
紳
話
が
後
世
に
な
っ
て
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
紳
武
天
皇
よ
り
仲
哀
天
皇
ま
で
の
記
錦
も
歴

史
的
事
件
と
し
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う
學
説
を

狡
表
し
た
。
こ
れ
が
皇
室
の
尊
厳
を
汚
す
も
の
と
し
て
起
訴
さ
れ

①
 

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
禅
田
學
説
の
結
論
を
最
初
に
言

い
だ
し
た
の
は
山
片
蜻
桃
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
蜻
桃
の
學
間
の
う

義
俊
と
蝠
桃
と
の
つ
な
が
り

投
内
籐
乾
吉
先
生
に
、
御
所
蔵
の
蝠
桃
自
筆
と
し
て
最
も
確
か
で

あ
る
と
さ
れ
る
「
草
稿
抄
」
と
比
較
鑑
定
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、

「
草
稿
抄
」
と
同
一
人
の
し
か
も
少
し
若
い
頃
の
筆
駅
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
と
の
御
言
業
を
頂
い
た
。
必
ず
し
も
「
夢
の
代
」
の
内

容
と
は
一
致
し
な
い
こ
の
朱
注
が
蝠
桃
自
身
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
「
故
宜
築
要
」
を
話
ん
だ
こ
と
が
幡
桃
の
歴
史
観
を
轄
回
さ

せ
た
と
い
う
典
味
的
事
宜
を
立
證
す
る
資
料
と
な
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
し
ば
ら
く
お
い
て
も
、
こ
の
「
故
質
紅
要
」
を
幡
桃

か
誼
ん
だ
こ
と
は
確
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
本
文
の
内
容
は
「
夢
の

代
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
義
俊
の
歴
史
観
は
幡
桃
の
そ
れ
に
大
き

な
影
霧
を
輿
え
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

正
①
「
南
畠
子
」
の
序
に
「
桂
子
本
姓
多
田
。
共
先
日
掘
之
多
川
加

公
出
云
」
同
叙
に
「
袢
以
多
田
篇
氏
。
蓋
其
系
出
目
源
氏
い
多
田

粕
仲
遠
裔
也
」
と
い
う
ふ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

i¥ 

ヵ^i

ち
蚊
も
位
伯
あ
る
卯
国
で
あ
る
と
今
il
一
般
に
れ
て
い
る
。

蜻
桃
は
「
夢
の
代
」
三
巻
の
中
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
日

本
へ
文
字
渡
リ
シ
巾
ハ
、
應
紳
天
皇
ノ
御
字
ニ
テ
、
ソ
ノ
後
ノ
コ
ト

ハ
れ
宜
明
白
ナ
リ
、
ソ
レ
マ
デ
ノ
コ
ト
ハ
ロ
授
他
説
ニ
シ
テ
贋
ヲ

得
ベ
カ
ラ
ズ
。
」
「
地
紳
五
代
敷
十
萬
年
ノ
，
•
[
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
砕

不
合
ノ
尊
八
十
三
萬
六
千
四
十
二
歳
ニ
テ
崩
ズ
…
…
然
ル
ニ
漢
土

ニ
テ
モ
、
盤
古
氏
ノ
ト
キ
ョ

JJ
伏
義
紳
農
ノ
間
ヵ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
、

亦
散
萬
歳
ト
ナ
シ
テ
任
れ
ヲ
云
コ
ト
多
シ
、
ミ
ナ
コ
レ
古
へ
文
字

ナ
ク
シ
テ
云
他
ヘ
タ
ル
ノ
ミ
ヲ
、
其
偉
ニ
ダ
ン
！
ぐ
＼
二
他
ヘ
タ
ル

モ
ノ
ナ
レ
バ
、
柩
土
ノ
三
皇
日
本
ノ
紳
代
ノ
コ
ト
ハ
存
シ
テ
論
ゼ

ズ
シ
テ
可
ナ
リ
、
ス
デ
ニ
大
史
公
ノ
史
記
ハ
黄
帝
ョ
リ
始
マ
リ
、

掠
義
公
ノ
大
日
本
史
ハ
紳
武
ヲ
始
ト
ス
、
見
ル
虞
ア
リ
テ
シ
カ

リ
、
然
ル
ニ
後
世
史
記
二
三
皇
本
紀
ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
コ
レ
ヲ

知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、
日
本
書
紀
ハ
三
皇
ヲ
附
シ
タ
ル
ヲ
見
テ
屯
畠
山
シ

タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
」
「
岬
武
ョ
リ
千
年
ホ
ド
ノ
間
ハ
岬
代
ノ
名
残
ニ

テ
、
史
ニ
ハ
イ
カ
ニ
載
セ
タ
リ
ト
モ
、
ミ
ナ
コ
シ
ラ
ヘ
｀
、
「
一
ト
ナ

リ
、
勿
論
紳
代
ノ
コ
ト
ハ
肉
サ
ラ
ニ
夢
ノ
如
ク
」
「
日
本
紀
紳
代

ノ
咎
ハ
取
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
願
ク
ハ
紳
武
已
後
ト
テ
モ
大
抵
二
見

テ
、
十
四
五
代
ョ
リ
ヲ
取
川
ュ
ベ
シ
、
然
リ
ト
雖
紳
功
皇
后
ノ
三

韓
退
治
ハ
妄
説
多
シ
、
應
紳
ョ
リ
ハ
確
質
ト
ス
ペ
シ
。
」
ー
—
ー
こ
れ

ら
の
條
々
に
は
、
ま
さ
に
蝠
桃
の
面
目
が
罰
如
と
し
て
お
り
、
日

本
の
紳
代
史
を
胃
象
と
す
る
彼
獨
自
の
歴
史
観
が
あ
り
、
痛
烈
な



日
本
古
紀
批
判
が
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
義
俊
の
「
故
宜
纂
要
」
か
ら
右
と
闊
係
の
あ
る
部

分
を
書
き
抜
い
て
み
る
と
、
す
で
に
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「
先
日
本
ノ
天
紳
七
代
ナ
ン
ド
ト
云
紳
ハ
モ
ト
ナ
キ
モ
ノ
也
…
…

君
ト
ナ
ラ
セ
玉
ヒ
テ
ハ
先
祖
ノ
系
閻
卜
云
モ
ノ
ナ
ク
テ
ハ
ス
マ
ザ

ル
故
御
先
祖
ノ
系
闘
ヲ
作
ラ
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
リ
、
其
系
図
ハ

皆
作
リ
モ
ノ
ニ
テ
ア
ノ
如
ク
名
ノ
ア
リ
タ
ル
紳
ガ
マ
シ
ノ
＼
タ
ル

事
ニ
テ
ハ
ナ
シ
皆
理
ヲ
以
テ
作
リ
タ
ル
モ
ノ
也
天
紳
七
代
卜
云
系

闘
ハ
遥
力
末
二
成
テ
肘
ノ
書
物
ノ
渡
リ
テ
後
作
タ
ル
系
図
ナ
リ
…

…
然
バ
天
照
太
紳
ナ
ド
ト
云
紳
今
ノ
人
間
ト
ハ
カ
ハ
リ
タ
ル
物
ニ

テ
天
ニ
モ
ア
ガ
リ
地
ニ
モ
下
リ
通
力
自
在
ヲ
ナ
サ
レ
タ
ル
コ
ト
ノ

ャ
ウ
ニ
不
思
議
二
思
ヘ
ド
モ
サ
ヤ
ウ
ノ
人
ニ
テ
ハ
ナ
シ
帥
モ
人
ニ

テ
古
ヘ
ノ
聖
人
ナ
リ
天
紳
地
軸
人
紳
卜
三
通
リ
ニ
ワ
ケ
タ
ル
ハ
、

コ
レ
モ
唐
土
ノ
史
記
三
皇
本
紀
ヲ
以
テ
作
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
…

…
日
本
ノ
紳
代
ハ
一
代
ノ
唸
向
命
八
十
何
萬
歳
ナ
ド
、
ト
ホ
ウ
モ
ナ

キ
事
ド
モ
ア
リ
、
是
ハ
三
皇
氏
敷
代
ニ
ア
テ
タ
ル
年
敷
ヲ
ワ
ヅ
カ

天
紳
七
代
地
紳
五
代
十
二
代
ノ
紳
へ
割
付
ル
故
胆
土
ノ
年
敷
二
合

セ
タ
ル
カ
ラ
此
ヤ
ウ
ナ
ル
馬
鹿
ラ
シ
キ
長
生
ノ
紳
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
ネ

バ
ナ
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
タ
ル
ナ
リ
。
」
（
咎
一
、
帥
珀
大
齊
i

)

「
伊
勢

内
宮
ハ
天
子
ノ
始
ニ
シ
テ
宗
廟
卜
云
宗
ノ
字
不
可
疑
然
ル
ニ
遥
古

ノ
事
ニ
テ
文
物
他
記
不
明
サ
テ
紳
武
天
皇
ヲ
今
一
廟
宗
廟
ニ
ア
ガ

ム
ベ
キ
虞
二
是
モ
猶
上
古
ノ
事
ニ
テ
ロ
他
ノ
ミ
ノ
儀
ア
リ
テ
タ
シ

山
片
蝠
桃
と
多
田
義
俊

カ
ナ
ル
ナ
シ
タ
マ
／
＼
書
記
ア
レ
ド
モ
文
字
渡
リ
テ
後
ノ

ナ
リ
天
照
太
紳
遥
ナ
ル
ニ
帥
武
又
ヲ
ボ
ロ
ゲ
ナ
ル
時
ハ
共
ニ
シ
カ

ト
可
信
證
拙
ナ
キ
事
イ
カ
ガ
ユ
ヘ
ニ
文
字
渡
リ
テ
芯
記
他
廊
ノ
如

ク
天
子
應
紳
天
皇
ノ
御
徳
武
勇
二
在
ス
紳
武
二
徳
應
ス
ル
ト
云
コ

ト
ニ
テ
應
紳
卜
溢
シ
奉
ル
此
一
刷
ヲ
紳
武
ノ
代
リ
ニ
加
ヘ
テ
今
一

附
ト
ス
。
」
（
谷
四
、
心
ぷ
廟
胤
棧
之
れ
）
な
ど
と
唱
破
し
て
い
る
。

こ
れ
か
れ
を
開
比
し
て
み
る
と
、
従
束
蜻
桃
の
獨
削
的
見
解
と

み
ら
れ
て
い
に
歴
史
観
、
即
ち
日
本
の
神
代
史
は
中
闘
の
史
書
に

な
ぞ
ら
え
て
後
世
に
作
ら
れ
に
も
の
て
あ
り
、
帥
武
以
後
も
信
ず

る
こ
と
が
で
き
ず
、
文
字
が
他
わ
っ
た
應
神
以
後
か
ら
確
質
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
解
は
、
す
で
に
彼
よ
り
牛
枇
紀
前
に

生
ま
れ
た
多
田
義
俊
に
よ
っ
て
「
故
宜
紅
要
」
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
蝠
桃
は
こ
の
「
故
宵
竹
主
要
」

を
訊
ん
で
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
幡
桃
の
虹
接
の
師
、
竹
山
も
「
草
茅
危
言
」
谷
二

「
宗
刷
ノ
れ
」
に
お
い
て
「
伊
勢
内
宮
ハ
天
照
大
紳
ニ
テ
太
祖
ノ

刷
、
外
宮
ハ
原
刷
也
、
加
茂
ハ
紳
武
天
皇
ニ
テ
人
王
ノ
始
祖
ノ

刷
、
下
鴨
ハ
原
刷
也
、
又
人
王
ノ
世
系
ノ
尤
明
白
ヲ
得
タ
ル
ハ
應

紳
以
降
ニ
テ
、
夫
故
始
祖
以
後
ノ
始
祖
ノ
心
ニ
テ
甚
重
七
ラ
ル
ル

御
事
卜
間
他
フ
」
な
ど
と
述
べ
て
は
い
る
が
、
所
詮
そ
れ
は
「
今

愚
怠
ヲ
以
テ
ヒ
ソ
カ
ニ
考
ル
ニ
、
伊
勢
ハ
内
外
ノ
同
異
、
皆
紳
世

．
．
．
．
．
．
 

ノ
古
ヘ
ニ
テ
、
何
レ
モ
上
祖
ノ
御
事
成
バ
、
存
シ
テ
論
ゼ
ズ
ト
モ

九
〇



山
片
蜻
桃
と
多
田
淡
俊
こ
の

可
也
」
と
い
う
態
度
で
あ
っ
た
。
「
存
シ
テ
論
セ
ズ
」
と
い
う
言

菜
は
、
幡
桃
も
「
夢
の
代
」
の
中
で
三
回
ほ
ど
使
っ
て
い
る
。
こ

シ
テ

の
語
は
荘
子
内
篇
齊
物
論
「
六
合
之
外
。
聖
人
存
而
不
贔
囀
。
六

合
之
内
。
聖
人
論
而
不
レ
議
。
」
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
、
蝠
桃
と
詞

時
代
の
國
學
者
村
田
春
悔
も
「
織
錦
舎
随
筆
」
に
「
旺
周
が
い
ヘ

る
言
に
、
六
合
の
ほ
か
は
存
し
て
論
ぜ
ず
と
い
へ
り
。
今
紳
代
の

．
．
．
．
．
．
 

れ
粕
も
、
存
し
て
論
ぜ
ず
し
て
あ
り
ぬ
べ
き
事
に
な
ん
」
と
い
う

ふ
う
に
用
い
て
い
る
。
元
緑
頃
の
毛
利
貞
齋
は
こ
の
部
分
を
「
聖

人
は
、
凡
人
と
は
殊
に
し
て
、
是
非
を
不
レ
立
に
依
っ
て
、
六
合

の
外
不
レ
親
不
レ
聞
慮
ま
で
、
萬
殊
一
原
な
る
こ
と
を
天
然
の
心
災

に
有
存
し
な
が
ら
、
そ
の
枝
業
を
さ
ぐ
り
て
論
説
す
る
こ
と
な

し
。
」
（
荘
子
但
該
抄
）
と
注
し
、
郭
沫
若
は
「
十
批
判
富
」
で
こ

こ
の
「
聖
人
」
は
孔
子
を
指
す
と
述
べ
て
い
る
。
と
に
か
く
、
こ

の
言
業
を
我
が
國
の
紳
代
史
批
判
に
あ
て
は
め
る
と
、
紳
代
史
は

ど
う
せ
不
合
理
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
議
論

し
て
そ
の
不
合
理
を
あ
ば
く
よ
り
、
そ
の
ま
ま
一
應
そ
っ
と
し
て

お
く
が
よ
い
、
そ
れ
が
聖
人
の
態
度
で
あ
る
か
ら
、
自
分
た
ち
も

そ
れ
に
見
な
ら
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
す
で
に
江
戸
時
代
に
も
、
紳
代
史
の
不
合
理
性
に
氣
づ
く

人
逹
は
何
人
か
あ
っ
た
。
し
か
し
、
営
時
の
偏
學
者
を
中
心
と
し

た
、
比
較
的
合
理
的
な
考
え
方
を
し
よ
う
と
す
る
人
逹
も
、
紳
代

史
に
酎
す
る
一
般
的
な
態
度
は
、
「
存
し
て
論
ぜ
ず
」
の
域

九

に
と
ど
ま
り
、
竹
山
も
そ
の
一
人
て
あ
っ
た
。
幡
桃
も
表
面
は
こ

の
語
を
使
っ
て
一
應
師
竹
山
と
同

t
態
度
を
よ
そ
お
い
な
が
ら

R
 

も
、
そ
の
宜
「
疑
シ
キ
ハ
疑
ヒ
、
議
ス
ベ
キ
ハ
議
ス
」
の
態
度

て
、
紳
代
史
の
不
合
狸
を
容
赦
な
く
突
い
て
い
る
。
そ
の
黙
、
蝠

桃
は
竹
山
よ
り
義
俊
の
態
度
に
近
く
、
い
し
ろ
義
俊
の
説
を
桐
承

し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
時
代
に
呻
代
史
を
合
則
的
に
解
秤
し
よ
う
と
し
た
人
と
し

て
は
、
義
俊
以
前
に
も
有
名
な
祈
井
白
石
が
い
る
。
（
義
俊
の
設
に

も
一
部
そ
の
影
惚
は
見
ら
れ
る
[
)
し
か
し
白
石
は
「
紳
は
人
也
」
と

し
て
紳
代
の
説
話
を
も
歴
史
的
れ
宜
と
見
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は

義
俊
〗
心
袖
桃
の
作
り
ご
と
と
み
る
見
解
と
は
根
本
的
に
あ
い
い
れ

な
い
も
の
で
あ
る
。

「
夢
の
代
」
の
中
て
、
義
俊
高
の
引
用
と
明
記
し
て
い
る
條
々

は
、
そ
の
他
次
の
如
く
で
あ
る
。

|
—
三
巻
九
仙
八
岐
の
大
蛇
は
山
賊
て
あ
っ
た
こ
と
。
十
一
径
三

節
伊
勢
の
山
の
天
の
岩
戸
と
稲
す
る
も
の
は
古
坑
て
あ
る
こ

と
。
四
節
百
萬
通
の
祓
は
帥
官
が
錢
を
貪
る
こ
と
か
ら
起
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。
十
二
伽
管
公
自
粛
・
自
作
の
像
と
稲
す
る
の

は
的
物
で
あ
る
こ
と
。
十
七
箇
富
士
の
三
尊
は
牧
が
影
の
露
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
十
八
節
百
姓
が
守
札
を
持
っ
て
い
た
た

め
に
、
そ
れ
を
金
と
間
違
え
ら
れ
て
殺
さ
れ
た
話
。
十
九
節
荘

砂
湖
上
で
風
波
に
あ
い
、
紳
道
者
・
侶
侶
・
山
伏
が
祈
っ
た
が
効



果
が
な
く
、
船
頭
の
慟
き
で
無
事
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
話
。

ー
以
上
の
説
話
は
い
ず
れ
も
迷
信
打
破
・
宗
敦
否
定
・
僧
侶
紳

官
の
貪
欲
排
斥
等
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
蝠
桃
は
こ
れ
ら
の
義

俊
説
を
全
面
肯
定
的
に
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
科
學

的
・
合
理
的
・
唯
物
的
な
思
想
を
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
義
俊

と
蜻
桃
は
有
職
故
質
の
説
で
も
共
通
し
た
所
が
あ
り
、
人
物
批
評

で
も
一
致
し
て
い
る
。

勿
論
蝠
桃
の
口
癖
と
し
て
、
義
俊
に
つ
い
て
も
「
紳
代
ノ
径
ヲ

解
ス
ル
一
字
ノ
疑
ヲ
生
ゼ
ズ
、
回
設
穿
鱚
ノ
ミ
ヲ
云
」
と
の
よ
う

に
、
表
面
一
應
の
批
判
は
し
て
い
る
が
、
三
巻
十
五
節
で
は
そ
の

全
部
を
義
俊
に
費
や
し
て
紹
介
し
、
最
後
に
「
返
ス
人
＼
モ
ヲ
シ

キ
コ
ト
ナ
リ
、
故
ニ
ク
リ
カ
ヘ
シ
云
ノ
ミ
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、

他
の
學
者
に
到
す
る
と
は
違
っ
た
特
別
な
親
近
感
を
示
し
て
い

る。注
①
日
本
古
典
文
学
大
系
「
日
本
書
紀
上
」
鮒
諒
（
家
永
三
郎
）

「
こ
と
に
前
者
（
夢
の
代
）
で
は
、
神
代
説
話
ば
か
り
で
な
く
、

神
武
天
皇
以
後
仲
哀
天
皇
ま
て
を
も
客
観
的
史
実
の
記
録
と
認
め

か
た
い
と
し
た
点
で
、
後
年
の
沖
田
左
右
吉
の
研
究
の
鈷
論
と
ほ

ば
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
先
睾
的
怠
義
は
翡
く
の
評
価
さ
れ
ね
は

な
ら
な
い
。
」

R
「
夢
の
代
」

9,,'，＇ 

闊J

山
片
蝠
桃
と
多
田
義
俊

白
井
宗
因

R
 

位
川
四
代
賠
軍
家
網
の
頃
、
大
阪
に
祖
父
よ
り
三
代
紹
い
た

淡
流
の
胃
師
白
井
宗
因
が
い
た
。
翌
師
と
し
て
も
秀
れ
た
腕
前
と

名
磐
を
持
っ
て
い
た
彼
は
、
ま
た
家
業
の
暇
を
ぬ
す
ん
て
國
學
を

修
め
r

如
見
文
・
延
い
の
間
に
活
躍
し
た
。

そ
の
頃
は
伊
勢
外
宮
の
紳
官
度
會
（
出
じ
氏
よ
り
起
っ
た
出

口
紳
道
や
、
佛
敦
か
ら
出
て
仙
敦
に
轄
じ
又
紳
道
に
は
い
っ
た
山

崎
閻
齋
の
垂
加
帥
道
が
流
行
し
、
仙
敦
そ
佛
敦
の
理
論
を
日
本
の

紳
代
史
に
こ
じ
つ
け
て
解
杯
し
て
い
た
。
宗
囚
は
孔
子
の
立
場
は

一
應
認
め
て
い
る
か
、
老
・
佛
の
説
を
排
し
、
わ
が
胴
の
古
典
や
＠
 

紳
祉
の
初
記
を
あ
ま
ね
く
渉
狐
し
て
紳
代
史
を
解
粋
し
た
。
そ
し

て
佛
敦
の
本
地
垂
迩
説
や
羅
山
の
天
照
大
帥
泰
伯
説
を
否
定
し
、

紳
道
を
本
来
の
姿
に
も
ど
す
た
め
、
紳
祉
便
覧
．
紳
祉
称
蒙
等
を

党
文
年
間
に
刊
行
し
、
他
に
も
紳
代
径
私
説
・
中
臣
祓
白
雲
抄
等

敷
部
を
蒋
わ
し
た
。
し
か
し
バ
ッ
ク
を
持
た
な
い
ア
マ
チ
ュ
ア
5

省
の
悲
し
さ
か
、
國
學
・
紳
學
の
正
統
的
學
派
か
ら
は
ず
さ
れ
、

応
れ
た
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
宗
因
の
債
値
を
顕
買
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
彼
か
ら
八
十

年
ほ
ど
後
の
、
同
じ
大
阪
出
身
の
多
田
義
俊
で
あ
る
。
義
俊
は
そ

ぬ
な
は

の
著
「
尊
菜
草
紙
」
で
、
出
口
延
佳
と
山
崎
閻
齋
を
易
・
宋
學
．

佛
教
め
い
た
理
論
で
紳
道
を
解
繹
し
、
世
人
を
惑
わ
す
嘘
つ
き
の

帥
學
者

九



も

っ

と

も

党

文

十

年

版

の

の

凡

例

を

一

見

す

る

と
、
宗
因
は
そ
こ
で
確
か
に
書
紀
の
内
容
に
つ
い
て
も
批
判
を
加

え
、
「
奇
と
稲
し
、
妙
と
稲
す
る
も
の
惜
い
て
之
を
取
ら
ず
」
と

述
べ
、
紳
道
を
論
じ
て
も
「
怪
を
避
け
、
正
に
蹄
」
す
る
こ
と
を

主
張
し
、
合
狸
的
態
度
で
神
代
史
を
解
粋
し
よ
う
と
す
る
叫
叫
は
認

め
ら
れ
る
が
、
「
紳
代
咎
質
に
取
べ
き
れ
は
ニ
―
―
一
策
の
み
」
と
い

う
語
句
そ
の
も
の
は
見
常
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
打
し
ろ
義
俊
が
宗

因
の
所
説
を
自
己
に
引
き
寄
せ
て
、
そ
れ
を
要
約
し
た
こ
と
ば
で

あ
ろ
う
。
又
「
浪
華
人
物
誌
」
や
「
國
學
者
概
他
」
等
が
、
こ
の

語
を
宗
因
自
身
の
語
の
ご
と
く
に
城
せ
て
い
る
の
は
、
義
俊
の
紹

介
を
そ
の
ま
ま
孫
引
き
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
蝠
桃

は
「
弯
菜
草
紙
」
を
「
夢
の
代
」
の
引
用
書
に
あ
げ
て
お
り
、
木

文
中
で
も
宗
因
に
つ
い
て
五
回
も
引
用
し
、
罰
山
以
上
に
闘
く
評

債
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
義
俊
の
影
特
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

馬
鹿
者
と
い
う
ふ
う
に
非
難
し
て
い
る
の
に
反
し
、

頃
、
白
井
宗
因
と
い
へ
る
人
有
。
紳
社
啓
蒙
、
中
臣
祓
白
雲
抄
な

ど
書
た
り
。
啓
蒙
の
紳
祉
考
に
ま
さ
れ
る
ポ
逝
に
し
て
、
そ
の
凡

例
に
、
岬
代
径
宜
に
取
べ
き
れ
は
二
三
策
の
み
と
書
た
り
。
此
頃

ま
で
は
公
家
の
記
録
た
や
す
く
見
る
事
な
ら
ざ
る
時
也
。
も
し
此

人
を
し
て
、
今
時
に
生
れ
し
め
ば
、
大
に
故
質
を
探
り
得
て
、
天

下
の
木
鐸
と
も
な
る
べ
き
人
蠍
。
」
と
宗
因
を
極
め
て
買
揚
し
て

い
る
。

文
の

九

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
我
が
闘
の
神
代
並
び
に
紳
武
よ
り

仲
哀
に
至
る
歴
史
（
刈
紀
の
晶
述
）
は
後
世
の
創
作
で
あ
る
と
い
う

説
が
、
山
片
幡
桃
か
ら
始
ま
る
と
い
う
従
来
の
考
え
方
は
、
訂
正

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
近
世
に
お
い
て
、
紳
代
史
の
紳

秘
性
に
メ
ス
を
加
え
合
理
主
義
的
思
考
の
罰
象
と
し
よ
う
と
し
た

試
み
が
、
新
井
白
石
か
ら
始
ま
る
と
い
う
考
え
方
も
訂
正
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
紳
代
史
の
非
合
理
性
を
追
求
し
そ
の
償
値
を

批
判
す
る
姿
勢
は
、
ー
—
時
代
の
風
潮
に
乗
っ
て
仰
佛
の
理
論
を

取
り
入
れ
た
出
ロ
・
垂
加
紳
這
や
羅
山
の
説
に
射
す
る
反
動
と
し

宗
因
・
義
俊
・
蝠
桃
を
つ
な
ぐ
大
阪
の

隠
れ
た
學
流

也」

泰

，

伯

叶

天

，

息

彼

荏
I

屑
閏
，
逸
之
犀
相
抗
＇
，
衡

日
賃
叩
後
匪
元
陪
吾
後
1

人―

注
い
｀
神
計
啓
＂
ぶ
跛
「
＇
先
生
名
ポ
囚

11省
其
砂
大
公
日
そ
．．
 
嘘
匹
祖
公

ロ
元
ぷ
柏
二
紅
ど
師
之
心
詞
弟
：
●
●
：
蓋
三
匪
良
腎
之
門
」

帥
胤
便
壺

I
l
「
江
口
友
打"
-
•
I
i

炸
氏
一
家
匪
虹
よ
臀
面
為
恥
皿
直
瀬
氏

之
餘
罰
也
」

叶
枇
啓
匁
ナ
ル

帥
之
本
＇
地



て
1

—
白
石
が
ま
だ
生
ま
れ
た
は
か
り
の
寛
文
の
頃
、
す
で
に
大

阪
の
一
罰
師
白
井
宗
囚
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
ね
ば

な
る
ま
い
。
そ
し
て
畢
津
に
生
ま
れ
育
っ
た
多
田
義
俊
が
受
け
脹

い
で
、
帥
代
史
及
び
上
代
史
の
最
初
の
部
分
が
削
作
で
あ
る
と
見

破
り
、
さ
ら
に
大
阪
で
學
間
を
し
た
山
片
蝠
桃
に
他
わ
っ
て
、

「

夢

の

代

」

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

・

故

質

家

・

商

人

と

種

類

は

迎

っ

て

い

て

も
、
い
ず
れ
も
空
理
空
論
よ
り
宜
證
質
用
を
必
要
と
す
る
職
業
に

携
わ
り
、
し
か
も
既
成
の
樅
威
的
學
間
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
立

場
が
共
通
し
て
い
る
。
彼
等
の
學
間
が
大
阪
を
中
心
と
し
て
培
わ

れ
た
こ
と
も
決
し
て
偶
然
で
ぱ
な
い
。
幡
桃
の
師
竹
山
も
「
累
語

と
こ
ろ
び
い
ざ

納
」
に
お
い
て
、
「
世
俗
に
虞
品
屈
と
云
ふ
も
の
あ
り
て
、
浅
間

し
き
こ
と
な
が
ら
、
學
者
と
い
へ
ど
も
、
免
か
れ
ざ
る
も
の
心

り
、
物
氏
の
怪
僻
の
見
は
云
に
足
ず
、
嶋
皇
の
文
字
も
、
必
党
は

江
戸
品
以
に
て
、
武
家
を
尾
大
の
勢
と
す
る
な
り
、
笑
ふ
べ
き
た

り
」
と
述
べ
て
い
る
。
義
俊
が
宗
因
を
褒
め
、
幡
桃
が
義
俊
・
宗

因
を
褒
め
る
の
も
、
亦
そ
う
し
た
同
じ
大
阪
を
本
腔
と
す
る
一
っ

の
親
近
感
・
京
都
江
戸
へ
の
劉
抗
怠
識
な
し
と
は
言
え
な
い
。
こ

れ
は
時
の
樅
力
に
結
び
つ
い
た
罰
山
・
閻
齋
・
白
石
・
飢
役
賞
の

中
央
集
椛
的
櫂
威
的
學
間
に
抵
抗
す
る
た
め
に
大
阪
に
生
ま
れ

た
、
合
理
主
義
的
批
判
精
神
の
傾
向
を
持
つ
學
間
の
系
統
と
言
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

ん
だ

山
片
蜻
桃
と
多
川
義
俊

蟷
桃
が
持
つ
間
題
を
解
く
鍵
も
、
こ
の
地
域
性
と
抵
抗
精
紳
に

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
封
建
制
の
中
で
生
き
る
大
阪

町
人
と
し
て
、
内
部
に
不
屈
の
精
紳
を
罰
め
な
が
ら
も
、
表
面
は

為
政
者
へ
の
迎
合
を
装
う
日
本
的
な
抵
抗
の
限
界
で
あ
る
こ
し
て

も。

九
四




